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三
月
八
日
か
ら
開
か
れ
た
定
例
町
議
会
で
、
昭
和
六
十
三
年
度
予
算
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
は
、
個
性
豊
か
な
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

財
政
の
健
全
化
を
確
保
し
つ
つ
町
政
に
対
す
る
町
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
施
策
の
展
開
に
全
力
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
を
柱
と

し
、
一
般
会
計
予
算
額
は
、
二
十
一
億
一
〇
〇
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
て
、

七
ニ
ニ
％
の
減
と
な
り
前
年
度
に
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
創
意

ど
工
夫
を
加
え
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

を加え

歳入「

七
、
四
二
五
万
七
千
円

一
二
、
一
一
〇
〇
万
円

四
、
五
〇
〇
万
円

四
、
五
〇
〇
万
円

五
、
O
O
O
万
円

六
、
『
五
〇
万
一
千
円

一
一
億
五
、
七
＝
一
一
万
五
千
円

四
億
円

）
、
」

　
歳
入
の
お
も
な
も
の
は
町
税
の
十
一

億
三
六
一
〇
万
七
千
円
、
つ
づ
い
て
地

方
交
付
税
の
四
億
円
で
す
。

　
そ
の
う
ち
町
税
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、

固
定
資
産
税
の
五
億
三
六
四
一
万
五
千

灘叢，繋．藁難蒸灘論1、嚢難、、繰、灘．，灘藻叢．嚢

そ
の
他
（
分
担
金

及
び
負
担
金
な
ど
）

町
　
　
　
　
　
債

自
動
車
取
得

税
　
交
　
付
　
金

地
方
譲
与
税

繰
　
　
越
　
　
金

繰
　
　
入
　
　
金

国
　
県
支
出
金

籔
地
方
交
付
税

　
華

墜
町

税

円
、
町
民
税
の
四
億
五
三
八
○
万
一
千

円
と
な
っ
て
お
り
、
町
税
全
体
で
は
、

前
年
対
比
で
一
〇
・
八
％
増
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
国
・
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

二
億
五
七
二
二
万
五
千
円
を
計
上
し
、

歳
入
総
額
で
は
二
十
一
億
一
〇
〇
万
円

と
な
り
ま
し
だ
。

　
歳
出
の
お
も
な
も
の
を
項
目
別
に
み

る
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
農
林
水
産
業
費

　
三
億
五
七
六
七
万
六
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
農
村
総
合
整
備
事
業

費
、
近
代
農
村
建
設
事
業
費
、
農
地
費
、

農
業
振
興
費
、
農
道
整
備
事
業
費
、
国

土
調
査
費
、
松
く
い
虫
防
除
事
業
費
、

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
要
す
る
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
『

　
　
総
　
務
　
費

　
三
億
三
二
八
三
万
六
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
交
通
安
全
施
設
の
整

備
及
び
安
全
運
転
の
啓
発
に
使
用
す
る

　
　
　
）
　
）

予
算
は
家
計

　
　
　
と
同
じ
も
の

　
町
が
行
う
仕
事
に
は
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
か
、
そ
れ
ら
の
仕
事
に
ど
，

の
よ
う
に
お
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
の

か
、
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
「
予

算
」
で
す
。
で
は
、
予
算
と
は
何
か
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
A
さ
ん
は
あ
る
会
社
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
で
す
。
そ
の
お
宅
で
は
毎
月
給
料
日

の
夜
給
料
袋
を
開
け
、
奥
さ
ん
が
教
育

費
や
光
熱
水
費
、
食
費
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

予
定
さ
れ
た
支
出
金
額
を
分
け
ま
す
。

　
こ
の
奥
さ
ん
は
毎
月
「
予
算
」
を
立

て
て
家
計
を
切
り
盛
り
し
て
い
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
ち
ょ
う
ど
こ
れ
と
同

じ
こ
と
を
、
町
の
財
政
で
も
行
っ
て
い

る
の
で
す
。
こ
れ
が
予
算
で
す
。

　
A
さ
ん
の
家
計
は
一
ヵ
月
単
位
で
計

算
し
て
い
ま
す
が
、
予
算
は
一
年
間
を

単
位
と
し
て
つ
く
ら
れ
、
江
南
町
で
は

そ
の
元
旦
は
四
月
一
日
、
大
み
そ
か
は

翌
年
三
月
三
十
一
日
で
す
。
こ
の
一
年

問
の
こ
と
を
「
会
計
年
度
」
と
い
い
、

一
年
間
の
収
入
を
「
歳
入
」
、
支
出
を

「
歳
出
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
経
理
さ
れ
る
予
算
に
は
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
二
つ
が
あ
り
、

こ
の
予
算
原
案
を
作
る
の
が
町
長
で
、

町
議
会
に
提
出
し
、
審
議
を
受
け
議
決

さ
れ
て
、
予
算
と
な
り
ま
す
。
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（
（二

、
九
五
六
万
八
千
円

八
、
四
一
一
一
五
万
一
千
円

一
億
『
、
三
四
五
万
四
千
耐

一
億
六
、
〇
六
一
二
万
二
千
円

．
そ
　
　
の
　
　
他

蝋
議消

会
　
　
費

防
　
　
費

公
　
　
債
　
　
費

民
　
　
生
　
　
費

衛
　
　
生
　
　
費

教
　
　
育
　
　
費

土
　
　
木
　
　
費

、
総
　
　
務
　
　
費

農
林
水
産
業
費

　
（
　
　
（

た
め
の
機
材
を
は
じ
め
、
総
合
振
興
計

画
改
定
委
託
、
庁
舎
な
ど
の
改
修
工
事

費
、
保
守
管
理
委
託
料
な
ど
、
役
場
の

機
能
全
般
に
わ
た
る
、
ふ
だ
ん
必
要
な

経
費
を
は
じ
め
、
税
務
、
戸
籍
、
選
挙

な
ど
に
必
要
な
経
費
ま
た
、
文
化
祭
経

費
や
区
の
運
営
費
補
助
金
、
婦
人
部
の

育
成
費
補
助
金
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　
土
　
木
　
費

　
三
億
【
五
〇
六
万
一
干
円

　
こ
の
費
用
は
、
町
道
整
備
費
と
し
て
、

歩
道
整
備
、
改
良
舗
装
な
ど
及
び
、
道

路
維
持
費
、
道
路
台
帳
修
正
委
託
費
、

緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
委
託
費
、
江
南

中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
補
助
金

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
教
　
育
　
費

　
二
億
九
一
幽
一
万
九
千
円

　●町民1人当り負担するお金

　人口は10，782人で計算

町民税……・…一一42，089円
固定資産税・一一………49，751円

軽自動車税・…一…………・974円
たばこ消費税………・一…・3，896円

電気税・・……一……4，786円
特別土地保有税………………3，875円

総額…一……一105，371円
　●町民1人当り使われるお金

7，823円

30，870円

19，094円

19，517円

33，174円

1，025円

29，221円

10，523円

27，001円

16，614円

94，862円

算計で人82

費
費
費
費
費
費
費
費
費
他
額

マ
　
　
　
　
業

の
1
　
　
　
　
　
産

は
会
務
生
生
　
工
木
防
育
の

口
　
　
　
水

人
　
　
　
　
林

　
議
総
民
衛
農
商
土
消
教
そ
総

「
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
一
I
I
I
一
I
l
I
I
I
I
I
I
I
l
一
一
一
犀
犀
陛
聖
鵬
匿
鵬
一
一
一
一
I
l
l
I
一
一
l
l
l
I
I
I
I
ー
コ
ー
I
I
I
I
l
I
置
ε
ー
『
I
J

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

予算が編成されるまで

　予算編成は、各課から町民の要

望などを踏まえ、基本計画をもと

に、新年度の予算要求書が企画課

に提出されます。

　企画課では、各課の事業内容に

ついて概要聴取を行うとともに、

財源を考慮しながら総合的に検討

を加えて調整し、予算査定（案）

を作成し、助役査定の後、各課へ

内示され再度要求したい場合には

復活折衝を行いこの査定（案）を

基に、町長査定を行って、新年度

予算案がつくられ、各課へ予算額

の決定が通知されます。

　この予算案は、3月定例町議会

に上程し、可決されますと、新年

度予算として4月からスタートし
ます。

「
一
l
l
l
I
I
l
一
l
l
l
I
l
一
－
一
一
l
I
I
l
一
－
一
－
聖
聖
暉
撃
『
『
酵
［
匿
『
ー
6
【
暉
犀
一
一
一
l
l
I
I
I
I
I
I
I
I
l
I
I
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
5
」

　
こ
の
費
用
は
、
南
小
学
校
の
大
規
模

改
修
費
、
南
・
北
小
学
校
整
備
工
事
費
、

小
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
教
育

を
進
め
て
い
く
経
費
や
社
会
教
育
の
向

上
を
は
か
る
経
費
及
び
文
化
財
の
保
護

・
発
掘
、
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
費
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
衛
　
生
　
費

　
二
億
一
〇
四
三
万
四
干
円

　
こ
の
費
用
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が

健
康
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
住
民
検

診
を
は
じ
め
各
種
予
防
接
種
事
業
や
不

燃
物
・
ご
み
収
集
、
し
尿
処
理
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
要
す
る
経
費
や
負
担
金
な

ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
民
　
生
　
費

　
二
億
五
八
六
万
九
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
各
種
の
福
祉
事
業
を

推
進
す
る
た
め
の
費
用
や
、
老
人
・
乳

児
・
障
害
者
な
ど
の
医
療
給
付
費
、
保

育
所
費
用
、
国
民
健
康
保
険
や
老
人
保

健
の
特
別
会
計
繰
出
金
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
消
　
防
　
費

　
一
億
＝
二
四
五
万
四
千
円

　
熊
谷
地
区
消
防
組
合
負
担
金
共
通
経

費
や
消
防
団
の
諸
経
費
を
は
じ
め
、
消

火
栓
設
置
や
防
火
水
槽
の
新
設
工
事
費

な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
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老
人
保
健

　
老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
給
付
者
及
び
受

診
率
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら

に
予
想
さ
れ
る
医
療
費
改
訂
な
ど
に
よ

り
、
今
後
も
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
諸
条
件
を
充
分
に
勘
案
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
七
、
二
〇
八

万
三
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
支
払
基
金
交
付
金
二
億
五
、

六
八
七
万
三
千
円
、
国
・
県
支
出
金
九
、

一
四
三
万
九
千
円
、
繰
入
金
一
、
八
七

六
万
五
千
円
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
医
療
諸
費
三
億
六
、
六
五
七

万
五
千
円
と
歳
出
予
算
中
九
八
・
五
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

歳入3億7，208万3干・円

繰入金18，765千円5．0％　　その他5，006千』円1．3％

金
円
％

出
千
6

支
3
9
餌

県
“

国
9

支払基金交付金
　256，873千円
　　　　69．1％

　歳出3億7，208万3千円
予備費5，000千円1．3％　　総務費502千円0．1％

その他6千円0％

医療諸費

366，575千円

　　　98．5％

住
宅
資
金
貸
付
事
業

　
同
租
対
策
に
お
い
て
、
住
環
境
の
整

備
を
図
る
こ
と
か
ら
、
重
要
な
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
積
極
的

に
取
り
組
み
、
一
日
も
早
い
解
決
に
向

け
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
、
一
二
九
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
一
五
五
万
円
、

諸
収
入
一
、
四
四
一
万
円
、
町
債
四

六
〇
万
円
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
新
築
貸
付
六
二
〇
万
円
、

公
債
費
一
、
四
九
七
万
九
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
水
道
事
業

　
水
道
事
業
は
住
民
の
生
活
様
式
の
多

様
化
、
人
口
の
増
加
、
産
業
の
発
展
、

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
水
需
要
は
ま
す

ま
す
増
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
今
後

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
水
の
効
率
的

利
用
を
図
り
、
整
備
計
画
に
基
づ
い
た

将
来
見
通
し
と
し
適
正
な
水
源
の
確
保
、

需
要
に
見
合
う
施
設
、
安
定
し
た
水
の

供
給
を
確
保
す
る
た
め
県
水
導
入
を
踏

ま
え
た
施
設
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に

よ
り
一
層
経
営
内
容
を
充
実
さ
せ
、
健

全
な
運
営
と
有
収
率
の
向
上
を
図
り
、

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
常
時
供
給
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
と
と
も
に
、
み
な
さ

ん
の
快
適
な
生
活
環
境
と
健
康
の
増
進

を
は
か
る
た
め
の
、
昭
和
六
十
三
年
度

予
算
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
業
務
の
予
定
量

①
給
水
戸
数
…
…
二
、
八
七
九
戸

㈲
年
間
総
配
水
量

　
　
　
・
…
・
一
、
七
八
六
、
○
○
○
，
m

二
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

ω
収
益
的
収
入

　
　
　
　
…
…
二
四
六
、
〇
四
一
千
円

㈲
収
益
的
支
出

　
　
　
　
：
：
一
八
一
、
八
一
四
千
円

　
差
引
当
年
度
純
利
益

　
　
　
　
　
…
六
四
、
二
二
七
千
円

三
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

ω
資
本
的
収
入
…
：

㈲
資
本
的
支
出

　
　
　
　
　
－
八
O
、

差
引
不
足
額
…
七
九
、

　
　
　
　
）
）

〇
五
一
千
円

八
七
三
千
円

八
二
二
千
円

　
　
　
国
民
健
康

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
前
年
に
ひ
き
つ
づ
き
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
、
制
度
改
正
、
医
療
費

及
び
薬
価
基
準
改
正
な
ど
充
分
に
勘
案

し
つ
つ
、
医
療
保
険
制
度
を
と
り
ま
く

状
況
変
化
に
対
応
し
、
事
業
の
健
全
な

運
営
と
被
保
険
者
の
健
康
保
持
、
疾
病

予
防
を
期
す
る
た
め
に
成
人
病
予
防
対

策
と
し
て
、
本
年
度
よ
り
総
合
健
診
シ

ス
テ
ム
（
人
問
ド
ッ
ク
）
の
助
成
事

業
を
計
画
し
、
歳
入
歳
出
三
億
七
、
九

三
八
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
予
算
の
内
訳
に
つ
い
て
は
グ
ラ
フ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
保
険
税
一
億
六
、
六
三
〇

保
険

万
一
千
円
、
国
・
県
支

出
金
一
億
三
、
九
七
六

万
二
千
円
、
医
療
給
付

費
交
付
金
二
、
二
九
八

万
九
千
円
な
ど
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
保
険
給
付

費
二
億
五
、
四
三
六
万

八
千
円
、
老
人
保
健
拠

出
金
八
、
三
一
四
万
七

千
円
、
総
務
費
二
、
九

六
九
万
八
千
円
、
疾
病

予
防
費
で
人
間
ド
ッ
ク

利
用
補
助
一
二
五
万
円

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
）
　
）

歳入 3億7，938万円 歳出 3億7，938万円

国民健康保険税 保険給付費
166，301千円

、㎏欝毛 諏灘

鍵聡魏艶、

43．8％
灘

254，368千円
　　67、0％

灘
難 国・ 県支出金 難嚢 13 9．762千円 難

36．8％ 漣「

難、鋤
’窺

難

鍵
巽
灘

耀 医療給付費交付金
繊’

鍵
苧
羅
灘
、
、

饗
識
　
毒
‘

22，989千円

　　6．1％
総務費
29，698

醤醸

羅 老人保健拠出金
　　83，147千円

千円 蕪
甦 21．9％

縷髪 7．8％ 識 鯉霞、㎏識

無か

羅

繰越金
35，660千円

難
聾
鰻

嚢 9 4％ 蕪
翻

、鍵
鰻霧翻 その他 鰻

叢臓

難 灘’， 14，668千円

　　3，9％ 灘、舞．

難醸

その他
12，167千円

譲 鯉 3．3％
鰻亭籍 講搬

灘盗

鍵 難糞憲

！藩 鯨鰻

擢、Y　、
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（

（

確
定
申
告
が

　
　
　
　
　
間
違
っ
て
い
た
と
き

　
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
内

容
を
間
違
え
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い

た
ー
こ
ん
な
と
き
は
、
次
の
よ
う
な

方
法
で
間
違
い
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

多
く
申
告
し
た
と
き
は

　
　
　
　
「
更
正
の
請
求
」
を

　
所
得
金
額
、
所
得
控
除
額
、
税
額
控

除
額
の
間
違
い
な
ど
で
、
税
額
を
多
く

計
算
し
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
場

合
は
、
　
「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
正
し

い
税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
更
正
の
請
求
」
は
、
税
務
署
に
用

意
し
て
あ
る
更
正
の
請
求
書
に
必
要
な

事
項
、
金
額
を
記
入
し
て
提
出
す
る
も

の
で
、
税
務
署
が
そ
の
内
容
を
正
当
と

認
め
た
と
き
は
、
納
め
過
ぎ
の
税
金
が

還
付
さ
れ
ま
す
。

　
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
申
告

期
間
か
ら
一
年
以
内
で
す
（
六
十
二
年

分
に
つ
い
て
は
昭
和
六
十
四
年
三
月
十

五
日
ま
で
）
。

少
な
く
申
告
し
て
い
た
と

き
は
「
修
正
申
告
」
を

　
確
定
申
告
後
に
税
額
を
少
な
く
申
告

し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
は
「
修

正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に
訂
正

し
て
く
だ
さ
い
。

　
修
正
申
告
は
、
な
る
べ
く
早
く
、
自

主
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
税
務
署
の

調
査
が
行
わ
れ
た
後
で
修
正
申
告
す
る

と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
に
納
め
る
こ

と
に
な
っ
た
税
額
の
ほ
か
に
、
そ
の
修

正
申
告
に
よ
り
納
付
す
べ
き
税
額
の
十

％
に
相
当
す
る
過
少
申
告
加
算
税
を
支

払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、

期
限
内
申
告
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五

十
万
円
と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
超

え
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
に
相

当
す
る
税
額
の
五
％
が
加
算
さ
れ
ま
す
）
。

　
た
だ
し
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け
る

前
に
自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た
場
合

は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
ら

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
に
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
た
と

き
は
、
直
ち
に
確
定
申
告
（
期
限
後
申

告
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
限
後
申
告
も
、
修
正
申
告
と
同
様
、

税
務
署
の
調
査
の
前
に
な
る
べ
く
早
く

自
主
的
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
期

限
後
申
告
を
す
る
と
、
不
足
分
の
税
金

の
ほ
か
に
、
期
限
後
申
告
に
よ
り
納
付

す
べ
き
税
額
の
十
五
％
の
無
申
告
加
算

税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主
的

に
申
告
す
る
と
、
無
申
告
加
算
税
は
五

％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
修
正
申
告
お
よ
び
期
限
後
申

告
に
よ
っ
て
新
た
に
納
め
る
こ
と
に
な

っ
た
税
額
は
、
申
告
書
を
提
出
す
る
日

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
税

額
に
は
、
三
月
十
六
日
（
納
期
限
の
翌

日
）
か
ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
、
年
十
四
・
六
％
の
割
合
で
延

滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
一
緒
に
納
め

て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
、
納
期
限
の
翌

日
か
ら
二
ヵ
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の

期
間
は
年
七
・
三
％
で
す
）
。

ρ

（

江
南
出
張
所
に
救
急
自
動
車
配
車

　
四
月
一
日
か
ら
江
南
出
張
所
で
救
急

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
二
年
中
町
に
救
急
車
が
出

動
し
た
の
は
、
一
八
七
件
で
病
院
に
運

ば
れ
た
人
は
二
〇
五
人
で
す
。
こ
れ
は

一
日
平
均
○
・
五
件
で
町
民
の
五
十
二

人
に
一
人
が
救
急
車
を
利
用
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◎
救
急
車
要
請
の
ポ
イ
ン
ト

　
救
急
車
を
利
用
で
き
る
の
は
、
緊
急

に
病
院
な
ど
に
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ケ
ガ
人
や
、
病
人
で
他
の
搬
送
手

段
の
な
い
場
合
で
す
。

　
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
救
急

患
者
の
利
用
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
救
急
車
を
利
用
す
る
と
き
は

　
一
一
九
番
す
る
時
、
多
く
の
場
合
あ

わ
て
て
し
ま
い
傷
病
者
が
ど
ん
な
状
態

な
の
か
を
、
消
防
署
へ
伝
え
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
、
電
話
の
そ
ば
に
住
所

や
近
く
の
目
標
物
を
書
い
た
メ
モ
を
置

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
一
一
九
番
通
報
し
救
急
車
を
呼
ぶ
時

に
は
、
次
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
は
っ

き
り
と
あ
わ
て
ず
に
言
い
ま
し
ょ
う
。

○
救
急
事
故
な
ど
の
発
生
場
所
と
近
く

　
の
目
標
物

○
ど
の
よ
う
な
ケ
ガ
か
病
気
か

○
ケ
ガ
人
や
病
人
の
現
在
の
容
態

　
そ
し
て
、
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞

こ
え
て
き
た
ら
外
へ
出
て
傷
病
者
の
い

る
場
所
へ
誘
導
し
て
下
さ
い
。
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棄
鞭
難
鍵
嚢
嚢
　
峯

　
　
奎
講

揮
選
撫

讐
，
ダ

　　　　　　　　　雛　葺

善灘蟻叢濃

繋嚢

繋
欝
撫

触、

）

）
鰻購鱗．嚢懸醗掘鱒羅蝋壽灘羅難澱需　　。鰍　　　　　こ　　覇囲■陰　翔臨賜駆“潤■畷腰嗣■闘畷駆■圃醗　鰯圏

　　　　　　翻一さいたま博オープンー
　3月19日からオープンしたさいたま博覧会で、ふるさと埼玉館の江南
町コーナーで「いま、未来へ翔ける・江南町」と題し三面マルチスライ
ドによる映像ショーが行われています。
　連日大盛況で初日から三日間で、1500人の皆さんがご覧になりました。
5月29日まで開催されてお・りますので、是非ご覧になってください。

　　　　　　　　　　　蘇灘鞭懸轟一藷　　一藁灘

　　　　　一商工会主催講演会一
　3月12日ω、商工会主催による講演会が勤労福祉センター講
習室で開かれました。講師は、医事評論家のドクトル・チエコ
さん。　モ現代を生きぬく健康づくり、と題し豊富な知識から健
康管理法を具体的にわかりやすい話しで、聴きに来られた100
人近くの人たちに3時間にわたって語ってくれました。

　　　　　一中学校卒業式一
　春光うららかな3月16日、中学校の卒業式が行われました。
　この日卒業証書を授与された生徒は、189名（男103名、女
86名）、在校生の拍手の中を先生の励ましの言葉を受け、3年間
輸世話になった学舎を後に巣立っていきました。

）

）

叢誘

　ぶ　　の　り　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　一パークシティ集会所完成一
　パークシティ地区の皆さん待望の集会所が昭和63年2月29日
竣工になりました。これは、県のコミュニティ施設特別整備事
業によるもので、県・町・地元で負担し、総額900万円で延面
積111．35㎡という立派な集会所が出来あがりました。

　
　
江
南
町
マ
ス
コ
ッ
ト

　
　
　
　
「
き
じ
ま
る
く
ん
」
に
決
定

　
広
報
こ
う
な
ん
三
月
号
で
「
8
8
さ
い
た
ま
博
覧
会
」
江

南
町
マ
ス
コ
ッ
ト
の
名
前
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
七

九
二
通
の
応
募
の
中
か
ら
「
き
じ
ま
る
く
ん
」
に
決
定
し

ま
し
た
。
命
名
者
二
九
人
の
か
た
に
、
ま
た
抽
せ
ん
で
五

〇
人
の
か
た
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。
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落成式3月18日

（
ρ

納めていますか国民年金の保険料

　農業や商業などの自営業のかた
は、ご自分で国民年金の保険料を
納めなければなりません。老後へ
の備えやいざというときのために
も年金は欠かせないものです。
　毎月きちんと保険料を納めるこ
とは、自分のためばかりではなく、

人と人、世代と世代の助け合いの
しくみをとっている国民年金制度
を支える大切な義務なのです。

年金の裁定業務がお近くで

　厚生年金保険期問の・あるかたの
年金裁定業務は、これまで、社会保

険庁で行われていましたが、昭和
63年2月から、近くの社会保険事
務所で取り扱うことになりました。
　これにより、年金裁定処理日数
がぐっと短縮されました。

◎　対象業務
　○　旧法厚生年金保険の老齢年
　　金・通算老齢年金の裁定

　○　新法老齢基礎年金（第2号
　　被保険者記録を有する者）。

　　老齢厚生年金、遺族基礎年金
　　（遺族厚生年金又は遺族共済
　　年金が発生するもの）、遺族厚

　　生年金の裁定。

　
　
待
ち
に
待
っ
た
南
小
学
校
校
舎
が
つ

　
　
い
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
　
市
街
化
区
域
の
住
宅
の
増
加
に
よ
り
、

　
児
童
数
も
多
く
な
り
、
ま
た
木
造
校
舎

　
　
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

　
義
務
教
育
施
設
の
拡
充
を
図
る
こ
と
と

　
将
来
の
教
室
数
を
確
保
す
る
た
め
、
校

　
舎
を
改
築
し
、
三
月
十
八
日
に
落
成
式

　
が
行
わ
ガ
ま
し
た
。

　
　
こ
q
椀
全
『
の
「
特
色
匂
い
で
に
、

，
一
階

　
　
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
こ
こ
で
は
、

　
学
年
集
会
や
こ
ど
も
達
の
発
表
会
、
映

　
画
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
利
用
で
き
る
よ

　
う
ス
テ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
二
階
に
は
、
情
報
広
場
が
あ
り
町
の

　
統
計
や
産
物
な
ど
知
り
た
い
情
報
や
学

　
校
か
ら
の
情
報
な
ど
、
多
目
的
に
利
用

　
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
全

　
体
の
景
観
が
附
近
の
緑
に
マ
ッ
チ
す
る

　
よ
う
、
屋
根
に
日
本
瓦
が
使
用
さ
れ
て

　
　
い
ま
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i　　　　　　　　　　　i　行政ポ心配ごと相談　　i■蓑編藻のアトラクシヨン。i
i．，ホストファミリー募集

i　埼玉県では、発展途上国から研
：修生を受け入れ、技術の研修を行
ロ

：うとともに県民との交流を通して、
i友好親善関係の増進に努めていま

：す。そこで、昭和63年度の研修生
ド

：について7月から来年3月までの
ロ

：・9か月間く宿泊などお世話くださ

iる案離琢鴇論験場で研
ロ

：修するパラグアイのサウルモンソ
iンベルドゥンさん（26歳・男性）

iの宿泊先となって下さる家庭があ
：りましたら次へご連絡ください。
し

1■連絡先i　埼玉県総務部国際交流課海外協

1　力係　智0488－24－2111まで
一

一

ロ

i　技能検定試験
一

ロ

：■実施職種
ロ

：　造園、機械加工、建築板金、電
i　子機器組立て、左官、塗装など

：　41職種81作業
ド

：■受検申請書の受付期間
ロ

1　昭和63年4月4日（月）から4月15
：　日（金）まで
し

：■受検手数料
ド

：　実技試験　9，000円～12，500円
し

i　学科試験　2，300円

，　日常生活での困りごとや行政へi
の不満などのあるかた、毎月第4　i
火曜日にご相談に応じています。　：

　　　　　　　　　　　し　どうぞお気軽にご相談ください。1

■日　時　　　　　i
I　4月26日㈹午前9時半～正午　　1
　　　　　　　　　　　じ，■場　　所　　　　　　　 1
　　　　　　　　　　　コ1　江南町母子センター　　　　　　：

…　教育相談　i
　　　　　　　　　　　ロ　教育委員会では、毎週火曜日（祝　：
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

入場無料ただし入場整理券が必：
要です。入場整理券の配布は4　：

月1日から県庁県民案内室及び：
各地方県民センターで、またハ　：
ガキによる申込みは、県庁県民　：
総務課〒336浦和市高砂3－15－1：

　　　　　　　　　　：
川本工業団地造成事業に　i
　　　　　　　　　　：係る環境影響評価説明会　　i

このたび、川本町大字本田に建：
：祭日はのぞく）午後1時より3時：設を計画している川本工業団地造：
，までの間、教育相談をお受けして

います。

　右子さんの教育上のことでお困
　りのことがありましたら、お気軽
　にご相談ください。

I

I　無料法律相談
，■日　　時
I

I

　　　午前10時から午後3時
■場　　所

　熊谷市民ホール
1

口相談員

■問合せ
　埼玉弁護士会熊谷支部
　智0485－21－0844

・参加ください。　　　　　　　　　・
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1■日　　時　　　　　　　：

1　昭和63年4月15日（金）午後2時：
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1■場　　所　　　　　　　：
：　江南町勤労福祉センター　　　　：
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

：　二階講習室　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　：
i　工業団地の基本計画及び環境影　i
：　響評価の概要について　　　　　：
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：■問合せ　　　　　　　 ：
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　埼玉県企業局　宅地造成課　　　：
1　浦和市高砂3－14－21　　　　i
l　智0488－24－2111　内線4152　：

し　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　固定資産税課税台帳の縦覧　　i
監　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

：成事業の環境影響評価準備書につ　i

Iいて、県の環境影響評価に関する　1
　　　　　　　　　　　ロ指導要綱の規定に基づいて、次の　1
　とおり説明会を開催しますのでごi

　　　　　　　　　　　一

昭和63年5月3日（憲法記念日）：■説明会の内容

埼玉弁護士会熊谷支部所属弁護士　1

懸慰難畠賠i旺遜圏唖魍
i商に実施する．　　　　　i憲法をくらしに生かす

iO謂誉日）難1晶欝男（引　県民のつどい
i　日。　　　　　　　　　　　　1　憲法に対する理解と認識をさら

i■合格発表
：　昭和63年10月7日囲
：■間合せ・申請受付

1　埼玉県職業能力協会
i　浦和市北浦和5～6～5
：　　　智0488　（29）　2801

iに深めることにより、憲法の理念：を持っている人は、この機会に課：
iをくらしに生かす気運の醸成をは　i税台帳をご覧ください。　　　　　i

i匡壺麟睡囲i

1かる。

1■会　　場
1　熊谷会館ホール
：■日　　時
　昭和63年5月7日（土）

　午後2時～4時45分
1■内　　容
i

：磁婁馨難雛肇i
：あなた自身の目で確めていただく　i

iも零翻月1日現在で町内に固i

，定資産（土地・家屋・償却資産）　i
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：■日　　時　　　　　　　：
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

1　4月1日働～20日（水〉（日曜日は1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1除く）午前8時30分～午後5時　　：
i　（土曜日は正午まで）　　　　　　i

：■場所・間合せ　　　　　　　　　：
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

：　税務課固定資産税係　　　　　　：
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

：　費36－1521内線254　　　　　：




